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1：50, 000  地質図幅
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　           ( 昭和 36 年稿 )

弘        前

( 青森―第 28 号 )

　

　弘前図幅の地質調査は，津軽・北秋田地域の図幅調査の一部として行なったも

ので，上記地域の共同調査者である角清愛技官，および平山次郎技官の北秋田地

域の調査結果に負うところが大きい。本図幅地域北部の岩木火山については，東

北大学河野義礼教授から，またこの地方の新第三系に関しては，東北大学畑井小

虎教授・加藤磐雄助教授，秋田大学の藤岡一男教授・井上武教授，弘前大学の酒

井軍治郎教授・宮城一男助教授，およびとくに岩井武彦講師から種々の御教示を

受けることができた。化石の鑑定には，本所の水野篤行技官および尾上亨技官を

煩わした。この調査を行なうに当っては，日曹金属舟打鉱業所・尾富鉱業尾太鉱

業所および関係市町村から，種々の便宜を与えられた。

I. 　 地　   　形
 

　弘前図幅地域の地形は，北部の岩木火山地域，北東部の第四系からなる地域，中部

の上部新第三系からなる地域，南部の中下部新第三系からなる地域と，中南部および

南東部の先新第三系からなる地域とに分けることができる ( 第 1 図 )。

　岩木火山は，本図幅地域の北部から北隣の五所川原図幅地域の南部まで広く分布し，

そのほゞ中央に，分布面積に比較し，すこぶる小型 ( 直径 1. 1 ～ 1. 4km ) のカルデラ

を有している。外輪山は，爆裂火口，火口瀬などのため破壊され，わずかに北東壁を

とどめているにすぎない。そのなかの中央火口丘 ( 海抜 1,625. 2 m )  は小さい円錐形
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Ａ：岩木火山地域  Ｂ：第四系地域  Ｃ：上部新第三系地域

      　                      Ｄ：中下部新第三系地域　Ｅ：先新第三系地域 

                　　　　　　　　　　　　　　　  第 　1　 図  

の美しい山容を示している。本火山には 10 ヵ所以上に達する爆裂火口跡がみられ，

また裾野の発達がすこぶるよく，小森山そのほかの流れ山 (Flow mound) がみられ

る。河川は，外輪山から外側に向かって流れ，火山特有の放射谷を形成している ( 第

2 図および第 3 図 )。

　北東部の第四系地域は，弘前盆地の西部にあたり，海抜 150 ｍ以下のいく段かの平

坦面を有する緩やかな台地と，現在の河川の水位と大差のない冲積原とからなってい

る。

　中部の上部新第三系地域は，海抜 300 ｍ以下の，地形の緩やかな丘陵をなしている。

山地の起伏量は小さく，谷密度が密であって，複雑な地形を呈している。

　南部の中下部新第三系地域は，南方では海抜 500 ～ 700m で，北方にゆくに従い低く

なり，河川は北流し，岩層も北に緩傾斜する単斜構造をなしている。この地域は，北

方では中部の上部新第三系地域と大差ないが，南方にゆくに従い，山地の起伏量が大
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　　　Ａ：山頂 ( 中央火口丘 )　Ｂ：巌鬼山 ( 外輪山 )　Ｃ：鳥ノ海山　Ｄ：西法寺森
　　　               Ｂ，Ｃ，Ｄは外輪山

第　2　図　北隣五所川原図幅地域内黒坊沼から岩木山山頂を望む ( 八谷彪一，19041) 原図 )

きく，谷密度が粗となり，河川の下刻作用も進み，満壮年期の山形を呈するようにな

る。この地域には火山岩熔岩とか，花崗閃緑岩などの堅硬な岩石が処々に突出した地

形を示している。

　先新第三系地域は，海抜 400 ～ 800m で，急峻な山岳地域をなし，河川の下刻作用が

著しく進み，満壮年期の山形を呈している。

II.　 地　　　質

II.  1　概　 説

   Ⅱ． 1． 1　層　　序

   弘前図幅地域の地質は，基盤をなす先新第三系と東北裏日本緑色凝灰岩地域特有の
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Ａ：山頂　Ｂ：鳥ノ海　Ｃ：種蒔苗代 

  第　3　図　岩木山山頂付近の鳥ノ海および種蒔苗代爆裂火口 ( 八谷彪一，19041) 原図 )    
  

新第三系およびこれらを被覆している第四紀の火山岩類，洪積層および冲積層とから

なる。本図幅地域の地質を総括して第 1 表に示す。なお，本図幅地域付近の地質略図

を第４図に示す。

   先新第三系は，図幅地域中南部および南東部に分布し，主として粘板岩およびチャ

ートからなり，砂岩，安山岩～玄武岩の細粒火山砕屑岩，変質安山岩熔岩，および変

質玄武岩熔岩を挾有している。化石は発見されていないが，岩相からみて古生代と考

えられる。

　新第三系は，下位から藤倉川層・黒石沢層・湯口山層・栩内川層・相馬集塊岩層・

松木平層・大秋層・東目屋層および高野石英安山岩に分けられる。前３者がいわゆる

緑色凝灰岩類 ( 西男鹿層群 ( もしくは門前層群 ) ～西黒沢層 ) に，後６者がいわゆる

含油第三系 ( 女川層およびそれより上位の各層 ) に相当する。

　藤倉川層は新第三系の最下位を占めて図幅地域南部に分布し，安山岩 ( 一部玄武岩 )
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第  1  表    地  質  総  括  表

熔岩，および安山岩火山礫凝灰岩を主とし，変質した火山岩類のみから構成されてい

る。

   黒石沢層は藤倉川層を整合に被覆して，図幅地域南部に分布している。安山岩火山

礫凝灰岩を主とし，流紋岩熔岩・各種火山砕屑岩・泥岩および頁岩を挾有し，貝化石・

阿仁合型植物化石群，および台島型植物化石群を多産する。

   湯口山層は黒石沢層を整合に被覆して，図幅地域南部に分布し，主として酸性火山

礫凝灰岩・酸性凝灰岩および泥岩からなり，局所的に安山岩火山礫凝灰岩を伴なう。

下位の藤倉川層および黒石沢層が安山岩 ( 一部玄武岩 ) の火山岩類を主体としている

のに対し，本層は酸性 ( 一部安山岩 ) の火山岩類と，泥岩を主とする堆積岩類とから

なっている。

   以上の緑色凝灰岩類の地域を地史的にみると，弘前図幅地域では，先新第三系が中

部および南部地域に広く露出し，漸新世末頃まで隆起帯として長期間侵蝕を蒙ってい
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第　4　図　図 幅 地 域 付 近 の 地 質 略 図

たが，中新世初期頃から相対的沈降が始まった。この沈降は図幅地域西部から次第に

東部に拡がったと考えられ，こゝに著しい火山活動が起こり藤倉川層を累積した。い

まだ本格的海侵を蒙らず，おそらく陸上 ( 一部浅海 ) で行なわれた。この間，( 輝石 )

橄欖石玄武岩 ( ～安山岩 ) 熔岩を，次に ( 橄欖石 ) 輝石安山岩熔岩を噴出した。次い

で本格的海侵を蒙り黒石沢層の堆積時に入った。本層の層厚，貝化石の産出状況から

みて，海侵は西部から東部に及び，本層堆積の末期頃には全地域にわたり海成層を堆

積した。この間西部～中部では輝石安山岩 ( 一部玄武岩 ) 火山礫凝灰岩を，東部では

このほかに流紋岩熔岩，および酸性火山礫凝灰岩を堆積もしくは噴出した。次の湯口
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山層堆積時には，南隣の太良鉱山図幅地域と合せ考えると，すでに隆起地帯と沈降地

帯との分化のきざしが起こったらしい。本図幅地域の黒石沢層と湯口山層との間の局

部的異常堆積状況，太良鉱山図幅地域西部でみられる黒石沢層と早口川層 ( 湯口山層

に対比される ) との間の，部分的不整合はこのことを示すものであろう。弘前図幅お

よび太良鉱山図幅の大部分の地域は湯口山層堆積時には，一層海侵が進み，海成層を

堆積したが，一部の地域 ( 太良鉱山図幅地域東部 ) では熔結凝灰岩を堆積し，陸上

 ( 一部浅海 ) に近い環境であったらしい。この間弘前図幅地域西部では，安山岩火山

礫凝灰岩を，中部から東部では流紋岩熔岩・酸性火山礫凝灰岩および酸性凝灰岩を堆

積もしくは噴出した。

　含油第三系の最下部層に相当する栩内川層は，湯口山層を整合に被覆して，図幅地

域南部に分布し，泥岩を主とし，酸性凝灰岩および砂岩を挾有している。

　相馬集塊岩層および大秋層は，栩内川層を整合 ( 一部不整合 ) に被覆し，両者は同

時異相であって，図幅地域の中西部から中部に分布している。相馬集塊岩層は，安山

岩集塊岩および安山岩凝灰角礫岩を主とし，大秋層はおもに泥岩からなり，酸性凝灰

岩および砂岩を挾有している。

　松木平層は前２者と同時異相と推定され図幅地域東部にわずかに分布し，泥岩から

なる。

　含油第三系を地史的にみると次のようである。栩内川層・相馬集塊岩層・大秋層お

よび松木平層の堆積時期は地向斜の沈降がもっとも進んだ時期であった。上述した湯

口山層の堆積時にはじまった沈降地帯と，隆起地帯の分化は，この時期には決定的と

なったようで，南隣の太良鉱山図幅地域とあわせて考えてみると，津軽地域と北秋田

地域とは分離し，独立した発展過程をたどったようである。このことは，岩相，火山

活動，地質構造などによくあらわれている。本図幅地域の西部では酸性凝灰岩の堆積

と輝石安山岩熔岩の貫入，中部では酸性凝灰岩の堆積と輝石安山岩熔岩および ( 輝石 )

橄欖石粗粒玄武岩 ( ～玄武岩 ) 熔岩の貫入，引きつづいて ( 角閃石 ) 輝石安山岩類の

大規模な噴出，流紋岩熔岩の貫入，酸性凝灰岩の堆積が行なわれた。

　この時期の末期から，次の東目屋層の堆積前までの間に，本図幅地域南部に地背斜

的造山運動が起こり，石英閃緑岩～閃緑玢岩註１) の貫入，舟打鉱山を始めとする鉱脈

註１) 著者が調査した太良鉱山図幅地域内西目屋村湯ノ沢上流，早口町澄川流域などに分布している。
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型鉱床の生成が行なわれたと考えられる。

　東目屋層は，より下位の新第三系の各層を不整合 ( 一部整合 ) に被覆して，図幅地

域中部に分布している。主としてシルト岩からなり，砂岩，ときに酸性凝灰岩および

礫岩を挾有している。本層を不整合に被覆して高野石英安山岩が，図幅地域中部にわ

ずかに分布している。

　第四系には岩木火山の噴出物，洪積層および冲積層がある。岩木火山は主として

( 橄欖石 ) 紫蘇輝石普通輝石安山岩の熔岩および火山砕屑岩からなり，中央に小型の

カルデラを有する成層火山であって，鳥海火山帯に属しており洪積世初期から現世に

至るまで活動している。

　Ⅱ． 1． 2   地  質  構  造

　弘前図幅地域における新第三系の地質構造は，大局的にみて，走向Ｅ - Ｗ，Ｎ傾斜

の単斜構造の地層と，これを切るＮ - Ｓ性の断層群によって特徴づけられている。II．

1．1 の項で述べたように相馬集塊岩層の堆積時頃から東目屋層の堆積前までの間に，

図幅地域の南部の地区は地背斜的隆起帯となり相対的隆起が起こり，上述のような地

質構造がほゞ完成されたと考えられる。

　Ｎ - Ｓ性の断層群の代表的なものには，藤倉川にほゞ沿う断層群 ( 藤倉川－白石沢

断層帯 )，藍内川東方の断層群 ( 大川目川断層帯 ) および大和沢川にほゞ沿う断層群

があり，それらを境としてこの地域は酉から東へ西目屋地域，舟打鉱山地域，久渡寺

山地域および千年地域の 4 地域と，東目屋層からなる東目屋地域との計５地域に分け

られる。藤倉川－白石沢断層帯および大川目川断層帯には，非常に多くの平行断層や

それから派生した大小さまざまの断層が存在している。

　西目屋地域は，走向Ｎ 50 ～ 70°Ｅ，傾斜 5 ～ 25°ＮＷの単斜構造をなし，七ツ滝南方

のＮＥ方向に沈下する背斜軸を有する背斜構造の所では，一部ＳＥ方向に傾斜してい

る。黒石沢層からなる地域では，断層および小褶曲により，同層準の岩層を繰り返し

つつ，ＮＮＷ方向に行くに従い上位の岩層を露出している。

　舟打鉱山地域は，走向Ｎ 40 ～ 60°Ｗ，傾斜 20 ～ 30°ＮＥの単斜構造をなし，走向方向

の向斜軸および背斜軸を有する褶曲や，傾斜方向の断層が多数みとめられる。

　久渡寺山地域は，大局的にはＮに傾斜しているが，栩内川上流湯口山付近のＮ方向
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に沈下する向斜軸を有する向斜構造，久渡寺付近のＮＮＷ方向に沈下する背斜軸を有

する背斜構造，および栩内川西方のＮ - Ｓ方向の褶曲構造などがみられる。

　千年地域は，走向Ｎ 30 ～ 80°Ｗ，傾斜 15 ～ 20°ＮＥの単斜構造をなしている。

　東目屋地域は，こまかい波状褶曲をなし，20°以下の緩傾斜をなしている。

　Ⅱ． 1． 3　火  成  岩

　弘前図幅地域の火成岩には，先新第三紀の火山岩，新第三系を構成する火山岩・半

深成岩および第四紀の火山岩がある。

　先新第三紀の火山岩は，著しく変質されており，玄武岩質および安山岩質のもので

ある。

　新生代の火山岩には橄欖石玄武岩から黒雲母流紋岩まで，半深成岩には粗粒玄武岩

がある。新第三系，とくに下部の藤倉川層および黒石沢層を構成する火山岩は，変質

が進み，岩石種の決定が困難なものが多い。

　次に本図幅地域の新生代の火成岩を総括して第２表に示す。表中の (Vd )，( IIIb → c )

などの記号は，久野久 17) による鉄苦土鉱物組合せによる各種岩型を表わしている。

　流紋岩および石英安山岩の活動は黒石沢層の堆積当時から始まり，東目屋層の堆積

後高野石英安山岩の噴出当時まで続いている。

　安山岩のうちでピジョン輝石質岩系のものは，藤倉川層から栩内川層の時代に，紫

蘇輝石質岩系のものは，相馬集塊岩層の時代から以後に主として噴出もしくは貫入し

ている。安山岩の火山砕屑岩は，藤倉川層・黒石沢層・相馬集塊岩層および岩木火山

の大部分を構成し，そのほかの各層中にも挾有されている。

　玄武岩としてピジョン輝石質岩系のものが，藤倉川層から栩内川層の時代に噴出な

いし貫入しているが，紫蘇輝石質岩系のものはほとんどみとめられなかった。火山砕

屑岩は少なく，藤倉川層および黒石沢層中に比較的少量挾有されているのみである。

　粗粒玄武岩は栩内川層および同層から下位の各層をすべて貫いているが，おそらく

湯口山層および栩内川層の堆積時に貫入したものであろう。

　以上のことからピジョン輝石質岩系は藤倉川層から栩内川層の時代に，紫蘇輝石質

岩系は相馬集塊岩層およびそれ以後の各岩層の時代に主として活動し，この間にはか
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 第　2　表　      新  生  代  火  成  岩  一  覧  表
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なり著しい岩型の転換が認められるようである註 2)。

II.    2     先 新 第 三 系

　先新第三系は本図幅地域の基盤を構成し，図幅地域の南縁部と南東隅とに露出して

いる。

　模式地  弘前市一野渡南方の秋田県境にいたる道路沿い

　層厚  不明

　構造  図幅地域の南縁部の先新第三系は大局的にみてやゝＷ寄りのＮ - Ｓ方向の走

向を示し，ＷもしくはＥに 40 ～ 65°傾むき，褶曲構造を示している。南東隅の先新第

三系は多数の断層および褶曲により擾乱されていて地質構造が不明であるが，主要な

構造は南北性と考えられる。尾神沢に沿う断層などはそのよい例である。

　岩相　先新第三系は主として粘板岩およびチャートからなり，砂岩・凝灰岩・火山

礫凝灰岩・変質安山岩熔岩，および変質玄武岩熔岩を挾有している。粘板岩は暗灰色

～青灰色，堅硬，滑らかで，脂感を呈する。ときに片理を示し千枚岩となっている。

図幅南縁部の藍内川支流西股川流域のものは，とくに片理構造が著しい。粘板岩はチ

ャート・砂岩・凝灰岩などの薄層を挾有し層理を示している。チャートは褐灰色～灰

白色，緻密で，すこぶる堅硬である。挾有物は少なく層理面は不明瞭である。西股川

西方の松倉山付近は，ほとんどチャートのみからなっている。砂岩は暗灰色，中粒，

一般にすこぶる堅硬で，しばしば粘板岩の破片を多量に含み，やゝ凝灰質である。凝

灰岩および火山礫凝灰岩は緑灰色，堅硬で玄武岩質～安山岩質である。変質安山岩

熔岩および変質玄武岩熔岩は緑青色～暗青色，緻密，堅硬で，著しく変質作用を受け，

斑晶，石基ともに２次鉱物に置換されているが，石基の組織などから原岩が推定され

る。

　層位関係および化石　先新第三系は化石が発見されておらず，新第三系に著しい斜

交不整合関係で被覆されているということ以外，地質時代については不明であるが，

岩相からみておそらく古生代 ( もしくは中生代 ?) と考えられる。

註 2)  鷹巣図幅地域 ( 平山・角 ) では両岩型の転換は，早口川層 ( 湯口山層に相当する ) にみられ，太良鉱山図幅

         
 地域 ( 角・大沢・平山 ) では早口川層と岩谷層 ( 栩内川層に相当する ) にみられる。
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Ⅱ． 3　藤  倉  川  層

　藤倉川層 ( 新命名：大沢�・角清愛・平山次郎 ) は新第三系の最下位を占めて図幅

地域の南部に広く分布している。おもに安山岩火山礫凝灰岩および安山岩熔岩からな

り，著しく変質作用を蒙っている。本層の模式地は図幅地域中南部相馬村藤倉川流域

である。層厚は600～800ｍである。本層は下部層および上部層に分けることができる。

 

　II． 3．1　藤倉川層下部層

　模式地　相馬村藤倉川流域および西目屋村七ツ滝南方付近

　層厚　300 ～ 600 ｍ

　構造　図幅地域南縁部付近において，先新第三系を被覆して分布する。七ツ滝南方

ではＮＥ方向に沈下する背斜軸を有する背斜構造をなし，ＮＷ翼は走向Ｎ 25 ～ 70°Ｅ

で，25 ～ 35°ＮＷに傾斜している。舟打鉱山南方太鼓山付近ではほとんど水平に重な

っている。藤倉川流域では大局的にみて藤倉川にほゞ沿う断層を境として，西側では

Ｗ～ＮＷ方向に 10 ～ 30°傾斜し，東側では走向Ｎ 30 ～ 50°Ｗ，10 ～ 30°ＮＥに傾斜し

ている。藤倉川流域天狗森西方付近などでは，褶曲構造をなし同一岩層を繰り返し露

出している。

　岩相　安山岩火山礫凝灰岩・安山岩熔岩および玄武岩熔岩を主とし，安山岩凝灰岩・

安山岩凝灰角礫岩，および玄武岩火山礫凝灰岩を挾有している。本層の最下部には

基底礫岩を有する。本層は火山岩類のみからなるが南隣の太良鉱山図幅地域内の本層

中には，まれに頁岩の薄層を挾有している。安山岩火山礫凝灰岩は緑色～青緑色，堅

硬で，火山礫～火山岩塊と基質とはよく膠結され分離することができない。一般に無

層理であるが，ときに淘汰を受けてわずかに層理を示す。やゝ砂質なもの，少ないが

含礫質なもの，および細粒から粗粒なものまで色々の火山礫凝灰岩があり，凝灰角礫

岩および凝灰岩を挾有している。安山岩熔岩は暗青色～青灰色，緻密，堅硬，斑状で，

一般に柱状節理，ときに板状節理がよく発達し，板状にわれ易いものが多い。斑晶の

量の増減がみられ，ときに斑状構造が著しく，白色の斜長石の目立つものがある。安

山岩火山礫凝灰岩および安山岩凝灰岩を挾有し，処々自破砕熔岩となっており，厚さ

の膨縮が著しい。玄武岩熔岩は暗青色～緑青色，緻密，堅硬で，橄欖石斑晶を多量に
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点在していることがある。節理がよく発達し板状にわれ易いものが多い。玄武岩火山

礫凝灰岩をわずかに挾有しており，処々自破砕熔岩となっている。代表的な熔岩を鏡

下でみると次の通りである。　

　No. 1  橄欖石紫蘇輝石普通輝石安山岩 (Vc)，相馬村藤倉川下流

　斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・轍概石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 4 ～ 2. 0 ｍｍ，緑泥石および炭酸塩鉱物

に一部置換されて累帯構造を示す。普通輝石は大きさ 0. 3 ～ 1. 2 ｍｍ，新鮮

である。紫蘇輝石および橄欖石は大きさ 0. 3 ～ 1. 4 ｍｍ，完全に緑泥石に置

換されている。

　石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱

間粒状～毛氈状組織を示す。

本岩の化学成分は第３表のとおりである。

                                               第    　   3　       表

                                                                               分析者：大森江い技官

　No. 2  無斑晶質玄武岩質安山岩 ( ｄ )，西目屋村七ツ滝南方

　斑晶：斜長石・輝石

斑晶は大きさ 0. 2 ～ 0. 5 ｍｍ，少量で，完全に緑泥石に置換されている。

　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱

間粒状組織を示し，大きさ 0. 1 ～ 0. 2 ｍｍの斜長石，完全に緑泥石に置換さ

れた斜方輝石，比較的新鮮な単斜輝石・鉄鉱・緑泥石および緑簾石からな

る。

　No. 3  普通輝石橄欖石玄武岩質安山岩 ( IV )，相馬村藤倉川中流

　斑晶：斜長石・橄欖石・普通輝石

斜長石は大きさ 0. 4 ～ 1. 0 ｍｍ，少量で，曹長石・緑泥石および炭酸塩鉱物

に置換されている。橄欖石は大きさ 0. 3 ～ 0. 8 ｍｍ，完全に緑泥石・鉄鉱・

炭 酸 塩 鉱 物 お よ び イ デ ィ ン グ ス 石 に 置 換 さ れ て い る。 普 通 輝 石 は 大 き さ
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0. 2 ～ 0. 5 ｍｍ，橄欖石に較べ，やゝ小型，やゝ少量で，ほとんど変質作用

を受けておらず，波動消光を示す。

　石基：斜長石・橄欖石・輝石・鉄鉱

間粒状組織を示し，変質されている。

本岩の化学成分は第４表のとおりである。

第　　　4　　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析者：大森江い技官

　No. ４　橄欖石玄武岩 (IIIb)，相馬村藤倉川支流

　斑晶：斜長石・橄欖石

斜長石は大きさ 0. 7 ～ 1. 5 ｍｍ，曹長石・緑泥石および炭酸塩鉱物に置換さ

れている。橄欖石は大きさ 0. 4 ～ 1. 0 ｍｍ，ときに 3. 0 ｍｍ以上に達し，多

量で，イディングス石・鉄鉱および緑泥石に置換されている。

　石基：斜長石・橄欖石・輝石・鉄鉱

間粒状～毛氈状組織を示し，緑泥石および炭酸塩鉱物に置換されている。

　No. ５　橄欖石玄武岩 (IIIb → c)，西目屋村七ツ滝南方

　斑晶：橄欖石

橄欖石は大きさ 0. 4 ～ 1. 0 ｍｍ，多量で，完全に緑泥石・イディングス石お

よび鉄鉱に置換されている。

　石基：斜長石・単斜輝石・橄欖石・鉄鉱

オフィテイツク～間粒状組織を示す。

　層位関係　著しい斜交不整合関係は藤倉川中流でよく観察され，チャート ( ときに

粘板岩 ) の小円礫を多数有する厚さ 5 ～ 15 ｍの基底礫岩が，先新第三系を緩傾斜にて

被覆している。

　化石  本層には化石が非常に少なく，保存不良の植物化石と炭質物をまれに産する

のみである。
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   Ⅱ．3．2    藤倉川層上部層

　模式地　相馬村藤倉川流域付近

　層厚　200 ～ 400 ｍ

　分布および構造　図幅地域南西隅付近から南縁部において，下部層の北側に分布し

ている。大局的にみて走向Ｎ 50 ～ 70°Ｅ，もしくはＷ，傾斜Ｎに 20 ～ 30°である。

　岩相　安山岩火山礫凝灰岩および安山岩熔岩を主とし，安山岩凝灰岩・安山岩凝灰

角礫岩および玄武岩熔岩を挾有する。安山岩火山礫凝灰岩は緑色～青緑色，やゝ堅

硬で，火山礫～火山岩塊と基質とは比較的よく膠結されている。一般に層理を示し，

ときにやゝ砂質なもの，少ないが含礫質なもの，および細粒から粗粒のものまで色々

の火山礫凝灰岩があり，凝灰角礫岩および凝灰岩を挾有している。南西隅付近の湯ノ

沢流域のものは，ほかの地域のものに較べ堅硬であって，珪化作用をとくに著しく受

けている。安山岩熔岩および玄武岩熔岩は暗青色～青灰色，緻密，堅硬で，節理がよ

く発達している。安山岩凝灰角礫岩・安山岩火山礫凝灰岩および安山岩凝灰岩を挾有

し，処々自破砕熔岩となり，安山岩凝灰角礫岩との識別困難である。安山岩熔岩およ

び安山岩凝灰角礫岩は，図幅地域南西部に多い。玄武岩火山礫凝灰岩をわずかに挾有

しており，処々自破砕熔岩となっている。代表的な熔岩を鏡下でみると次の通りであ

る。

　No. ６　普通輝石安山岩 (Xc)，西目屋村川辺南方

　斑晶：斜長石・普通輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 8 ～ 1. 8 ｍｍ，多量，清澄で，虫喰状構

造を示す。普通輝石は大きさ 0. 4 ～ 0. 5 ｍｍ，少量で，一部緑泥石に置換さ

れている。

　石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱

間粒状～塡間組織を示す。

　本岩の化学成分は第５表のとおりである。

　No. 7  普通輝石紫蘇輝石安山岩 (V)，西目屋村寒沢山南東方の沢

　斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 0 ｍｍ，清澄である。紫蘇輝石は

大きさ 0. 3 ～ 0. 9 ｍｍ，多量で，完全に緑泥石および炭酸塩鉱物に置換され

ている。普通輝石は大きさ 0. 3 ～ 0. 7 ｍｍである。

　石基：斜長石・輝石・鉄鉱



1 6

第　　　5　　　 表 

                                                                        分析者：大森江い技官

毛氈状組織を示す。

　No.  8  普通輝石橄欖石玄武岩 (IVb → c)，西目屋村寒沢山東方の沢

　斑晶：斜長石・橄欖石・普通輝石

斜長石は大きさ 0. 4 ～ 0. 7 ｍｍ，少量で，曹長石・緑泥石および炭酸塩鉱物

に置換されている。橄欖石は大きさ 0. 4 ～ 0. 9 ｍｍ，多量で，緑泥石・炭酸

塩鉱物・イディングス石および鉄鉱に置換されている。普通輝石は大きさ

0. 2 ～ 0. 4 ｍｍである。

　石基：斜長石・単斜輝石・橄欖石・鉄鉱

毛氈状組織を示し，橄欖石は単斜輝石に較べ少量である。

　本岩の化学成分は第６表のとおりである。

第　　　6　　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  分析者：大森江い技官

　層位関係　本層と下位の藤倉川層下部層との関係は，藤倉川流域などで，火山噴出

物相互間の異常堆積状況を示しているけれども，おそらく整合であって時間的間隙や

構造的差異はない。

　化石　本層には化石が非常に少なく，保存不良の植物化石と炭質物とをまれに産す



るのみである。

 II.   4    黒  石  沢  層

　黒石沢層 ( 命名：斉藤正次 [1951]9) ) は藤倉川層を被覆し，図幅地域南部に広く分

布する。おもに安山岩の火山礫凝灰岩からなり，泥岩・頁岩などの堆積岩を挾有し，

火山岩類は藤倉川層ほどではないが変質作用を蒙っている。

　模式地  南隣の太良鉱山図幅地域西部の秋田県北秋田郡藤里村黒石沢流域，および

本図幅地域相馬村関ガ平南西方付近である。

　層厚　150 ～ 450 ｍ ( 藤倉川流域では，240 ｍ )

　構造    図幅地域南西隅の砂子瀬付近に広く分布するものは，大局的にみてＮに 15 ～

25°緩傾斜しているが，小断層と褶曲により同層準の岩層を繰り返している。中南部

の舟打鉱山付近では走向Ｎ 45～60°Ｗ，傾斜 20～30°ＮＥの単斜構造をなしている。相

馬村栩内川上流のものはＮに 20 ～ 30°緩傾斜し，Ｎ方向に沈下する向斜軸を有する向

斜構造を示している。弘前市一野渡南方では大和沢川にほゞ沿う断層を境として，西

部は上述の向斜の東翼を占めＮＷに 30°内外緩傾斜し，東部ではＮに 25 ～ 30°緩傾斜

し，上述の断層や，そのほかの断層付近では乱されている。

　岩相　安山岩火山礫凝灰岩を主とし，流紋岩熔岩・安山岩凝灰岩・安山岩凝灰角礫

岩・酸性火山礫凝灰岩・玄武岩火山礫凝灰岩・泥岩・砂岩・含礫火山礫凝灰岩および

頁岩を挾有する。安山岩火山礫凝灰岩は淡緑色～青緑色，ときに雑色を示し，やゝ堅

硬，火山礫～火山岩塊と基質とは比較的よく膠結されている。軽石質なもの，砂質な

もの，泥質なもの，含礫質なもの，および細粒から粗粒のものまで色々の火山礫凝灰

岩があり，安山岩凝灰角礫岩・安山岩凝灰岩・泥岩・砂岩などを挾有し，これらが互

層をなし，層理をよく示す。流紋岩熔岩は灰白色，緻密，堅硬，ときに有色鉱物を点

在する。弘前市一野渡南方のものは酸性火山礫凝灰岩を挾有し，珪化作用を受け，こ

の凝灰岩との識別困難なものが多い。一部には岩脈のものもあると考えられる。酸性

火山礫凝灰岩は淡緑色，やゝ軟弱，軽石質，ときに砂質であって，一野渡南方一帯に

少量みられる。玄武岩火山礫凝灰岩は濃青色～暗赤青色，やゝ軟弱で，火山礫と基質

とは比較的よく膠結されており，西目屋村山神平付近などで少量みられ，安山岩火山
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砕屑岩に挾有されている。泥岩は暗灰色，堅硬～やゝ堅硬，塊状 ( ときに板状 )， 凝

灰質で，数～数 10m の薄層として介在するが，少ない。砂岩は暗灰色，細粒～粗粒，や

や堅硬，凝灰質で，まれに小礫を有し，薄層として介在するが少ない。含礫火山礫

凝灰岩は淡緑色～緑色，やゝ堅硬で，やゝ円味を帯びた火山礫を有し，安山岩火山礫

凝灰岩に移化する。ときに火山礫や火山岩塊の円味を帯びた円礫を有し，基質との膠

結度が良く，礫岩質のものがある。このような含礫火山礫凝灰岩は処々に薄層として

介在するが，本層の最上部に多く，舟打鉱山付近のものは貝化石を多量に有し，約４

km 以上連続している。頁岩は暗灰色，堅硬，板状にわれ易く，まれに薄層として挾

有されている。舟打鉱山東方鴫沢山南方の頁岩は厚さ 10 ～ 30m で，阿仁合型植物化石

を多産し約２km 連続する。本図幅地域内には本層を貫く安山岩岩脈が多数みられる

が，熔岩流と確認できるものはない。しかし南隣の太良鉱山図幅地域北西部湯ノ沢流

域で 2，3 みられる 註 3)。代表的な熔岩を鏡下でみると次の通りである。

　No. 9  黒雲母流紋岩，西目屋村村市付近

　斑晶：斜長石・石英・黒雲母・鉄鉱

斜長石は灰曹長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 8 ｍｍ，累帯構造を示す。石英は

大 き さ 0. 3 ～ 1. 5 ｍ ｍ， 円 味 を 帯 び て い る。 黒 雲 母 は 褐 色， 大 き さ 0.2 ～

1. 4 ｍｍ，彎曲している。

　石基：隠微晶質組織

　No. 10  角閃石流紋岩，弘前市一野渡南方

　斑晶：斜長石・石英・角閃石・鉄鉱

斜長石は灰曹長石に属し，大きさ 0. 4 ～ 1. 2 ｍｍで，清澄である。石英は大

きさ 0. 4 ～ 1. 0 ｍｍ，少量である。角閃石は緑色，大きさ 0. 3 ～ 0. 6 ｍｍ，少

量 ( ときに欠く ) である。

　石基：微晶質組織

　層位関係  下位の藤倉川層との関係は，漸移整合と考えられる。西目屋村砂子瀬南

方では，藤倉川層上部層とした輝石安山岩熔岩を主とする厚層が終わり，これを被覆

している安山岩火山礫凝灰岩の出始める所 ( 貝および植物の化石を産する帯とほゞー

致する ) から上位を本層とした。舟打鉱山付近では，植物化石を産する泥岩および頁

岩を挾有し始める所から上位を本層とした。

註 3)  紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩 (Vc)・橄欖石普通輝石安山岩熔岩 (IV)・橄欖石安山岩熔岩 (III) などで

　　　ある。 
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　化石　本層からは，下記の阿仁合型植物化石群，台島型植物化石群および貝化石を

多産する。舟打鉱山付近において，阿仁合型植物化石群は黒石沢層最下部の頁岩から，

台島型植物化石群は，黒石沢層最下部から最上部までの数帯の泥岩から産する。これ

を大局的にみると前者植物化石群がより下位にあるが，両者の化石群を産する岩層間

に不整合はみとめられないので，本図幅地域では両者を同一の層 (Formation) に属

せしめた。

　Pinus  sp. 

　Glyptostrobus  europaeus  (BRONGN)  HEER 

　Myrica  (Comptonia)  Naumanni  (NATHORST)

　Ulmus longifolia  UNGER 

　Ulmus  sp. 

　Carpinus  subyedoensis  KONNO 

　Lithocarpus  (?)  sp. 

　Rosa  sp.  nov. 

　Celtis  sp.  nov. 

　Conus  sp. 

　Diospyros  (?)  sp.

( 採取地：相馬村藤倉川下流，藤岡一男鑑定，未発表 )

　Celtis  sp.  nov. 

　Sassafras  sp.  nov. 

　Cinnamomum   sp.  (Prob.  sp.  nov. )

( 採取地：相馬村藤倉川下流，藤岡一男鑑定，未発表 )

　Cyclobalanopsis  Inouei  HUZIOKA

　Magnolia  (?)  sp. 

　Sassafras  sp.  nov.

( 採取地：相馬村藤倉川下流，藤岡一男鑑定，未発表 )
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　Pinus  sp. 

　Chamaecyparis  sp. 

　Cyclobalanopsis  sp.  nov. 

　Zelkova  Ungeri  (ETTING. )

( 採取地：相馬村舟打鉱山関平坑付近，藤岡一男鑑定，未発表 )

　上記の地点付近にて Taxodium  dubium  (UNGER) ( 本所尾上亨技官鑑定 ) を採取

した。

　Populus  sp. 

　Pterocarya  (?)  sp. 

　Betula  sp. 

　Zelkova  Ungeri  ( ETTING. )

( 採取地：相馬村鴫沢山南方尾根，藤岡一男鑑定，未発表 )

　上記の地点にて Ulmus  sp. ( 本所尾上亨技官鑑定 ) を採取した。

　Quercus  sp.

( 採取地：西目屋山村寒沢山北方の沢，尾上亨技官鑑定 )

　

    Calyptraea  sp. 

　Acila  sp. 

　Barbatia  sp. 

　Pitar  sp. 

　Tapes  (Siratoria)  siratoriensis  OTUKA

( 採取地：西目屋村湯ノ沢流域，水野篤行技官鑑定 )

　Patinopecten  kimurai (YOKOYAMA) 

　Dosinia  nomurai  OTUKA 

　Clementia  papyracea  GRAY

( 採取地：西目屋村寒沢山北方の沢，水野篤行技官鑑定 )

　Glycymeris  sp.

20



　Ostrea  sp. 

　Cryptopecten  yanagawaensis  (NOMURA  &  ZIMBO)  

　Patinopecten  kimurai  (YOKOYAMA)  

　Dosinia  kaneharai  (YOKOYAMA)  

　Dosinia  sp.

　          ( 採取地：相馬村舟打鉱山付近数ヵ所，水野篤行技官鑑定 )

　Chlamys  kaneharai  (YOKOYAMA)  

　Dosinia  kaneharai  (YOKOYAMA)

　          ( 採取地：弘前市一野渡付近，水野篤行技官鑑定 )

　Dosinia  sp.  

　Chlamys  ?  sp.  

　Patinopecten  kimurai murayamai  (YOKOYAMA)  

　Chlamys  akitana  (YOKOYAMA)  

　Macoma  aomoriensis  NOMURA  

　Patinopecten  yamasakii  iwashienis  (NOMURA)  

　Chlamys  consibensis  hanzawae  MASUDA  

　Dosinia  odosensis  NOMURA  

　Anadara  ninohensis  OTUKA  

　Joannisiella  sp.  

　Ostrea  sp.  

　Venericardia  sp.

　         ( 採取地：相馬村舟打鉱山付近，清水昭男採集，畑井小虎鑑定，未発表 )

　Dosinia  odosensis  NOMURA   

　Patinopecten  kimurai murayamai  (YOKOYAMA)  

　Macoma  aomoriensis  NOMURA  

　Glycymeris  vestitoides  NOMURA 
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　Chlamys  sp.  

　Lucinoma  sp.

( 採取地：相馬村舟打鉱山付近，清水昭男採集，畑井小虎鑑定，未発表 )

　Propeamussium  tateiwai  KANEHARA

( 採取地：相馬村舟打鉱山付近，清水昭男採集，畑井小虎鑑定，未発表 )

　Dosinia  odosensis  NOMURA  

    Chlamys  akitana  (YOKOYAMA)  

　Ostrea  sp.  

　Dosinia  sp.

( 採取地：相馬村舟打鉱山付近，清水昭男採集，畑井小虎鑑定，未発表 )

　Anadara  sp.  

　Glycymeris  vestitoides  NOMURA

( 採取地：相馬村舟打鉱山付近，清水昭男採集，畑井小虎鑑定，未発表 )

　Patinopecten  kimurai  murayamai  (YOKOYAMA)  

　Conchocela  nipponica  (Yabe  et  NOMURA)

( 採取地：相馬村舟打鉱山付近，清水昭男採集，畑井小虎鑑定，未発表 )

　Carcharodon  megalodon  (CHARLESWORTH)

( 採取地：弘前市梨ノ木南方 )

Ⅱ．5    湯  口  山  層

　湯口山層  ( 新命名：大沢� ) は黒石沢層を被覆しおおむねその北側に分布している。

　模式地　相馬村栩内川上流湯口山付近

　層厚　150 ～ 500m
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　構造　大局的にみて北傾斜の単斜構造をなし，地域南西縁の砂子瀬北東方付近では

走向Ｎ40～70°Ｅ，傾斜15～25°ＮＷ，その東方の舟打鉱山付近では走向Ｎ45～70°Ｗ，

傾斜 15 ～ 30°ＮＥ，湯口山付近では走向Ｎ 40 ～ 80°ＷまたはＥ，傾斜 20 ～ 30°ＮＥまた

はＮＷ，地域南東縁の一野渡付近では走向 N30 ～ 80°ＥまたはＷ，傾斜 15 ～ 30°ＮＷ

またはＮＥである。

　岩相　酸性火山礫凝灰岩・酸性凝灰岩および泥岩を，地区的には安山岩火山礫凝灰

岩を主とし，流紋岩熔岩・砂岩・安山岩凝灰岩および安山岩凝灰角礫岩を挾有する。

酸性火山礫凝灰岩および酸性凝灰岩は灰白色～淡緑色，堅硬なものからやゝ軟弱なも

のまであり，火山礫ときに軽石を多量に有し，砂質なものや，やゝ泥質なものもある。

泥岩は暗灰色，堅硬～やゝ堅硬，塊状，やゝ凝灰質である。安山岩火山礫凝灰岩は図

幅地域南西部に主として分布し，暗灰色～青灰色，藤倉川層や黒石沢層のものに較べ

変質されておらず，やゝ堅硬で，火山礫～火山岩塊と基質との境は明瞭であって比較

的膠結されていない。砂質なもの，泥質なもの，および細粒から粗粒のものまで色々

の火山礫凝灰岩があり，安山岩凝灰岩・安山岩凝灰角礫岩・砂岩および泥岩を挾有し，

これらが互層をなし層理をよく示す。流紋岩熔岩は灰白色，一般に多孔質なものが多

く，やゝ堅硬であり，一部のものは貫入岩類の疑いがある。砂岩は暗灰色，細粒～粗

粒，やゝ凝灰質で薄層として介在する。代表的な安山岩火山砕屑岩中の角礫を鏡下で

みると次の通りである。

　No.  11  輝石含有安山岩，西目屋村畳平西方の沢

　斑晶：斜長石・普通輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 2. 5 ｍｍで，清澄である。普通輝石

は大きさ 0. 3 ～ 1. 0 ｍｍで，少量である。変質作用を受けた紫蘇輝石らしき

ものも存在する。

　石基：斜長石・輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示し，変質作用を受けている。

　No.  12　無斑晶質玄武岩 ( c )，西目屋村畳平西方の沢

　斑晶：斜長石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 0. 6 ｍｍ，小型で少量である。

　石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

塡 間 組 織 を 示 し， 斜 長 石 は， 大 き さ 0. 1 ～ 0. 2 ｍ ｍ， 単 斜 輝 石 は 大 き さ

0. 05 ～ 0. 15 ｍｍである。
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　層位関係　下位の黒石沢層との関係は一般には整合であるが，局部的には不整合の

疑いがもたれる。しかし時間的間隙や構造的差異は少ないと考えられる。舟打鉱山付

近では，貝化石 ( 植物化石を伴なう ) を多量に有する含礫火山礫凝灰岩が終わり，泥

岩の薄層を盛んに挾有し出すところから上位を本層とした。

　化石  本層からはまれに貝化石を産するが保存不良である。

Ⅱ． 6　  栩  内  川  層

　栩内川層 ( 新命名：大沢� ) は湯口山層を被覆して図幅地域の南部に分布している。

　模式地　相馬村栩内川中流付近

　層厚　150 ～ 400 ｍ

　構造　栩内川中流付近ではほゞＮ－ S 方向の褶曲軸を有する褶曲構造を示している

が，ほかの地域ではＥ－Ｗ傾向の走向を示し，Ｎに 15 ～ 30°傾斜する単斜構造をなし

て，湯口山層を覆い，その北側に沿い，同様地域を東西に亘って分布する。

　岩相　泥岩を主とし酸性凝灰岩および砂岩，まれに硬質頁岩および礫岩を挾有する。

泥岩は暗灰色，堅硬～やゝ堅硬，塊状，やゝ凝灰質なものがあり，硬質頁岩の薄層を

ときに挾有する。酸性凝灰岩は灰白色，やゝ軟弱，軽石を含有しときにほとんど軽石

のみからなるものがある。また火山礫を有し，火山礫凝灰岩と呼ぶべきものもある。

砂岩は暗灰色，細粒～粗粒，やゝ凝灰質であって薄層として介在する。礫岩は西目屋

村村市北方などで，まれに薄層として挾有されている。

　層位関係　下位の湯口山層との関係は整合であって，堅硬～やゝ堅硬な泥岩を主体

とするところから上位を本層とした。

　化石　本層中から Sagarites  (Makiyama)  Chitanii  (MAKIYAMA) と鑑定困難な

二枚貝および巻貝を産する。

II.    7    相馬集塊岩層

　相馬集塊岩層 ( 新命名：大沢� ) は栩内川層を被覆して，図幅地域中南部に分布し

ている。
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　模式地　相馬村屏風岩付近

　層厚　300 ～ 700 ｍ

　構造　大局的にみて走向Ｎ 70 ～ 80°Ｗ，傾斜 15 ～ 25°Ｎの単斜構造をなしている。

　岩相　安山岩集塊岩および安山岩凝灰角礫岩を主とし，安山岩火山礫凝灰岩・安山

岩凝灰岩・安山岩熔岩・酸性凝灰岩および流紋岩熔岩を挾有し，流紋岩熔岩の岩脈に

貫かれている。安山岩集塊岩および安山岩凝灰角礫岩は，拳大 ( ときに牛頭大 ) の暗

灰色，斑状，ガラス質の火山弾および火山岩塊を，火山礫を含有する凝灰質物質が充

塡するもので，一般に角礫と基質との境は明瞭である。細粒火山砕屑岩をしばしば挾有

し，明瞭な層理を示す ( 第５図 )。これら細粒火山砕屑岩は，安山岩質であるが，ま

れに酸性のものがあり，流紋岩熔岩を挾有したり，またはそれに貫入されたりしてい

　Ｆ：小断層　　Ａ：紫蘇輝石普通輝石安山岩集塊岩 ( ～凝灰角礫岩 )　　Ｔ：安山岩凝灰岩 ( ～

　火山礫凝灰岩 )　　Ａの基質と T とは同質である　Ａ，Ｔともに明瞭な層理を示している

第 5 図    相馬村山田西方の相馬集塊岩層の互層

ることから，本層の堆積当時，酸性の火山活動のあったことが推定される。安山岩熔

岩も処々に介在し西目屋村田代南方神社の滝の所などでよくみられる。相馬集塊岩層

中にはときどき凝灰質砂岩および凝灰質泥岩の薄層が介在する。相馬村沢田付近のも

のは，比較的厚層で金谷太郎 (1948，未公刊論文 ) によれば，貝化石を産出したとの

ことである。代表的な火山弾，および火山岩塊を鏡下でみると次の通りである。
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　No. 13  角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩 (VId)，相馬村藍内川流域立石北

方

　斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石・鉄鉱

斜長石は中性長石～曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 6 ｍｍ，清澄で，累帯

構造を示す。普通輝石は，大きさ 0. 2 ～ 0. 8 ｍｍ，紫蘇輝石は大きさ 0. 2 ～

0. 9 ｍｍである。角閃石は帯褐緑色，大きさ 0. 2 ～ 0. 4 ｍｍ，小型でごく少

量である。

　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

細粒のガラス基流晶質組織を示す。

　No.  14  紫蘇輝石普通輝石安山岩 (Vd)，相馬村山田西方

　斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱

斜長石は中性長石～曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 8 ｍｍ，清澄，累帯構

造を呈し，虫喰状構造をわずかに示す。普通輝石は，大きさ 0. 2 ～ 0. 9 ｍｍ，

紫蘇輝石は大きさ 0. 2 ～ 0. 8 ｍｍである。

　石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・ガラス・鉄鉱

細粒のガラス基流晶質組織を示す。

　本岩の化学成分は第７表のとおりである。

第　　　7　　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分析者：大森江い技官

　層位関係　下位の栩内川層とは整合 (一部不整合) である。西目屋村田代南西方の岩

木川沿いで，この関係がよく観察され，こゝでは両者の構成岩相が漸移している。栩

内川付近では，大局的な分布や地質構造からみて不整合の疑いがあるが，不整合面は観

察できなかった。本層と大秋層との関係は同時異相であって，本層が火山岩相である

のに対し大秋層は堆積岩相である。この関係は西目屋村田代西方の沢でよく観察され

る ( 第６図 )。
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　　Ｔ 1：　軽石酸性凝灰岩　 Ｓ：凝灰質泥岩と凝灰質砂岩との互層 ( 最下部の部分は軽石を含有する )
　　Ｔ 2：　相馬集塊岩層を構成するものと同質のガラス質斑状の安山岩熔岩のやゝ円礫～円礫を含有する
　　凝灰岩　　　　　　   

第　6　図　　西目屋村田代西方の沢における大秋層の互層

　化石  西目屋村沢田付近から，かつて貝化石を産出したという。

II.    8    貫  入  岩  類 註 4)

　貫入岩類には，粗粒玄武岩・玄武岩・安山岩および流紋岩があり，藤倉川層・黒石

沢層・湯口山層・栩内川層および相馬集塊岩層を貫いている。

　II.   8.   1    粗粒玄武岩および玄武岩

　粗粒玄武岩および玄武岩は，藤倉川層・黒石沢層・湯口山層および栩内川層を貫く

岩脈 ( 一部岩床 ) として，図幅地域南部に多数みられる。岩体の大きさは普通は幅

2 ～ 20 m，長さ数 100 m 以下である。不規則な形体をなし，一部では岩脈，一部では

岩床をなし，ときに幾つかの枝を出している。粗粒玄武岩の岩質は黒色～暗青色，粗

粒，ほゞ等粒状，堅硬で，方状の節理がよく発達し，風化するとしばしば玉葱状構造を

示している。玄武岩は，粗粒玄武岩に較べて少なく，岩質は暗青色～青灰色，やゝ斑

状，緻密，堅硬である。代表的岩石は，橄欖石および普通輝石を有する粗粒玄武岩

( ～玄武岩 ) であって，鏡下でみると次のようである。

註 4)　七ツ滝花崗閃緑岩類については，別の項を設けて記述する。
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　No.  15  橄欖石粗粒玄武岩 (IIIb)，相馬村藤倉川支流

　斑晶：橄欖石

橄欖石は大きさ 0. 8 ～ 2. 0 ｍｍ，大型，多量で変質されている。

　石基：斜長石・普通輝石・橄欖石・鉄鉱

オ フ ィ テ ィ ッ ク 組 織 を 示 し， 斜 長 石 は 曹 灰 長 石 ～ 亜 灰 長 石 に 属 し， 大 き さ

0. 2 ～ 0. 6 ｍｍである。橄欖石は大きさ 0. 1 ～ 0. 5 ｍｍで，炭酸塩鉱物・緑

泥 石・ イ デ ィ ン グ ス 石 お よ び 鉄 鉱 に 完 全 に 置 換 さ れ て い る。 普 通 輝 石 は，

大きさ 0. 2 ～ 0. 7 ｍｍ，長柱状斜長石を取り込んでいる。

　No. 16  橄欖石含有粗粒玄武岩 ( IIIb )，西目屋村七ツ滝南方

　斑晶：橄欖石

橄欖石は大きさ 1. 0 ～ 1. 3 ｍｍ，少量で，石基のものと同様，変質作用を受

けている。

　石基：斜長石・橄欖石・普通輝石・鉄鉱

オフィティック組織を示し，斜長石は曹灰長石～亜灰長石に属し，大きさ

0. 2 ～ 0. 4 ｍｍである。橄欖石は大きさ 0. 1 ～ 0. 6 ｍｍで，緑泥石・イディ

ングス石，および鉄鉱に完全に置換されている。普通輝石は大きさ 0. 7 ｍ

ｍ内外で，多数の長柱状斜長石を取り込んでいる。

　No. 17  普通輝石橄欖石粗粒玄武岩 ( ～玄武岩 ) (IVb → c)，相馬村不動沢流域

　斑晶：橄欖石・普通輝石

斑晶は大きさ 0. 5 ～ 1. 2 ｍｍで，完全に緑泥石に置換されている。

　石基：斜長石・単斜輝石・橄欖石・緑泥石・鉄鉱

塡間状 ( 一部間粒状 ) 組織を示している。

　No. 18  橄欖石粗粒玄武岩 ( IIIc )，相馬村藤倉川支流

　斑晶：橄欖石

橄欖石は大きさ 0. 5 ～ 2. 0 ｍｍ，変質されている。

　石基：斜長石・普通輝石・鉄鉱

オフィティック組織を示し，斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 2 ～ 0. 5 ｍ

ｍ，普通輝石は，大きさ 0. 2 ～ 0. 7 ｍｍである。

　No. 19  無斑晶質粗粒玄武岩 ( c )，相馬村台所西方

　斑晶：斜長石

斜長石は大きさ 0. 6 ～ 1. 0 ｍｍで，完全に緑泥石に置換られており有色鉱物

も完全に緑泥石および炭酸塩鉱物に置換されている。

　石基：斜長石・普通輝石・鉄鉱

オフィティック組織を示し，斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 2 ～ 0. 7 ｍｍ，

普通輝石は大きさ 0. 1 ～ 0. 8 ｍｍである。

　粗粒玄武岩および玄武岩の貫入時期は，湯口山層および栩内川層の堆積時と考えら
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れるが，ごく一部のものは藤倉川層下部層の堆積時にも貫入した疑いがある。また，

粗粒玄武岩および玄武岩は，断層の多い構造帯に多いようである。例えば相馬村藤倉

川付近から，東方の同村藍内川付近に至る間の舟打鉱山，および同鉱山周縁地域に多

い。

　II.    8.    2   安   山   岩

　安山岩は藤倉川層・黒石沢層・湯口山層および栩内川層を貫く岩脈であって，幅２

～数 10 ｍ以上である。岩質は暗灰色～青灰色，緻密，堅硬で，一般に斑状である。節

理がよく発達している。本岩には藤倉川層中の安山岩熔岩と，識別困難な程度に変質

しているものから，相馬集塊岩層中の安山岩熔岩程度しか変質されず新鮮なものまで

ある。代表的岩石を鏡下でみると次の通りである。下記のものは岩質，層位などから

みて，おそらく栩内川層堆積時 ( 相馬集塊岩層堆積時にも ?) のものであろう。

　No.   20  紫蘇輝石普通輝石安山岩 ( Vc )，相馬村関平南方

　斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 5 ～ 1. 5 ｍｍで，清澄である。普通輝石

は大きさ 0. 4 ～ 2. 0 ｍｍ，紫蘇輝石は大きさ 0. 3 ～ 1. 8 ｍｍで，緑泥石に置

換されている。

　石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱

毛氈状組織を示している。

　No.   21  紫蘇輝石普通輝石含有安山岩 ( Vc )，西目屋村山神平北方大崖

　斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 2 ～ 2. 0 ｍｍ，清澄，多量である。普通

輝石は大きさ 0. 3 ～ 1. 0 ｍｍ，きわめて少量であるが，微斑晶状のものは多

数認められる。紫蘇輝石は大きさ 0. 3 ｍｍ内外，まれである。

　石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

　No.   22  普通輝石含有安山岩 ( Xc )，西目屋村長面付近

　斑晶：斜長石・普通輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 2. 0 ｍｍで，清澄である。普通輝石

は大きさ 0. 3 ～ 1. 5 ｍｍで，少量であって，微斑晶状のものが多い。

　石基：斜長石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

塡間状～ガラス基流晶質組織を示している。
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　II.   8.   3    流   紋   岩

　流紋岩には湯口山層・栩内川層および相馬集塊岩層を貫く岩脈をなすもの，図幅地

域北西部のニツ森 ( 西隣の川原平図幅地域内 ) などを構成しているもの，および久渡

寺山を構成しているものとがある。久渡寺山のものは黒石沢層・湯口山層および栩内

川層を貫く大きな貫入岩である。岩質は灰白色～灰色，緻密，堅硬～やゝ堅硬であっ

て斜長石斑晶を基質中に点在している。代表的岩石を鏡下でみると次の通りである。

　No.   24  流紋岩，岩木村ニツ森北方

　斑晶：斜長石・鉄鉱

斜長石は灰曹長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 8 ｍｍで，清澄のものと，虫喰状

構造を示すものとがある。有色鉱物を欠いている。

　石基：微晶質組織

II.   9　松  木  平  層

　松木平層 ( 命名：川村真一，1957) 註 5) は栩内川層を被覆して，図幅地域南東端に

わずかに分布している。

　模式地  弘前市松木平南方

　層厚　250 ｍ内外

　構造　走向Ｎ 50 ～ 80°Ｗで，ＮまたはＮＥに緩傾斜している。

　岩相　泥岩からなり，泥岩は暗灰色，風化すると帯黄色～帯禍黄色をおび，凝灰質，

塊状，やゝ軽い。層理を示し，やゝ硬質な頁岩を挾有する。

　層位関係　下位の栩内川層とは整合であって，泥岩の薄層の出始める所から上位を

本層とした。岩相および層位からみて，相馬集塊岩層・大秋層などとの関係は同時異

相と推定されるが，確証はない。

　化石　本層中から多量の Sagarites Makiyama Chitanii (MAKIYAMA) を産する。

註 5)   川村真一：弘前市南部松木平周辺の地質及び層序，弘前大学教育学部卒業論文，(1957)
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 II.   10    大   秋   層

　大秋層 ( 新命名：大沢� ) は栩内川層を被覆して，図幅地域西部に分布している。

　模式地　西目屋村大秋付近

　層厚　250 ～ 600 ｍ

　構造　走向Ｎ 20 ～ 70°Ｗ，傾斜ＥまたはＮＥの緩い単斜構造をなしている。

　岩相　泥岩を主とし，酸性凝灰岩および砂岩を挾有する。泥岩は暗灰色，やゝ軟弱，

凝灰質，層理明瞭でなく挾有する他の薄層 ( とくに凝灰岩 ) によってのみ走向および

傾斜を知ることができる。凝灰岩は灰白色，軟弱，軽石質で数層挾有されている。本

層下位の凝灰岩，とくに田代西方の沢のものはすこぶる軟弱で，ほとんど軽石からな

り，偽層を示す。砂岩は暗灰色，軟弱，粗粒～細粒，凝灰質である。

　層位関係  本層と栩内川層との関係はおそらく整合と考えられるが，露出不良のた

め明瞭でない。相馬集塊岩層の項で述べたように，これと本層とは同時異相の関係が

ある。

　 化 石  本 層 中 か ら Sagarites (Makiyama) Chitanii (MAKIYAMA) お よ び 貝 化 石 を

産する。

II.   11   七ツ滝花崗閃緑岩類

　七ツ滝花崗閃緑岩類は，図幅地域南西部の七ツ滝付近およびその南西方の湯ノ沢支

流滝ノ沢上流にわずかに分布している。本花崗閃緑岩類は角閃石黒雲母花崗閃緑岩に

属し，全体として淡灰色を呈し，比較的均質，中粒，堅硬であって，常に大きさ 0. 2

～ 0. 5 ｍのやゝ塩基性の岩石を捕獲している。本岩類の代表的な岩石を鏡下でみると

次のようである。

　No.   26    角閃石黒雲母花崗閃緑岩，西目屋村七ツ滝

　主成分鉱物：石英・斜長石・カリ長石・黒雲母・角閃石

　副成分鉱物：燐灰石・鉄鉱

石英は大きさ 0. 5 ～ 2. 5 ｍｍ，常に波動消光をなす。斜長石は灰曹長石に属
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し，大きさ 0. 5 ～ 4. 0 ｍｍ，清澄である。カリ長石は少量で，大きさ 0. 5 ～

2. 5 ｍｍで，処々細かい格子状構造を示している。黒雲母は褐色，大きさ

0. 5 ～ 2. 0 ｍｍである。角閃石は緑色 ( 部分的に，淡白色～無色 )，大きさ

0. 5 ～ 3. 0 ｍｍである。

　七ツ滝花崗閃緑岩類の貫入の地質時代については，次の諸事実により新第三紀以前

と考えられる 註 6)。

　( １) 本岩類は湯ノ沢支流滝ノ沢中流において，藤倉川層上部層の安山岩火山砕屑

岩中に大きさ拳大位の円礫として取りこまれている。

　( ２) 東北裏日本緑色凝灰岩地域の基盤を構成する花崗閃緑岩類には，本岩類と酷

似した岩相を示すものが多い。

II.   12   東   目   屋   層

　東目屋層 ( 命名：金谷太郎，19505) ) は新第三系の最上部を占め，図幅地域中部に

広く分布している。

　模式地　西目屋村田代付近

　層厚　100 ～ 200 m

　構造　本層はこまかい波状褶曲をなし，あらゆる方向に緩傾斜している。

　岩相　シルト岩からなり，砂岩，ときに酸性凝灰岩および礫岩を挾有する。シルト

岩は暗灰色，軟弱，凝灰質～砂岩であり，ほとんど無層理に近く，走向および傾斜は

シルト岩にはさまれている他の薄層によってのみ知られる。砂岩は暗灰色，軟弱，粗

粒～細粒，凝灰質，ときに小円礫を含有し，シルト岩についで多い。凝灰岩は灰白色，

軟弱，軽石質で，礫岩とともに薄層として介在する。まれではあるが，西目屋村田代

南方岩木川岸には，本層に属すると考えられる安山岩火山礫凝灰岩，および安山岩凝

灰角礫岩がみられる。

　層位関係　下位の大秋層および相馬集塊岩層とは不整合 ( 一部整合 ) と考えられる。

例えば田代の西方の沢において，大秋層を本層が不整合に被覆している ( 第７図 )。

註 6)　しかしながら，貫入時期について矛盾した 2，3 の事実が認められる。

　　　( １)　湯ノ沢支流滝ノ沢上流において，本岩類に接する凝灰角礫岩中の角礫を鏡下でみると，熱変成作用

　　　を受け，多数の白雲母の点紋状集合や大型結晶を 2 次的に生成している ( この角礫は先新第三系のホルン

　　　フェルスであるおそれがある )。

　　　( ２)　七ツ滝付近の大局的地質構造からみて，新第三系の基盤とは考えにくい。
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Ｔ 1：軽石酸性凝灰岩  　Ｍ 2：泥岩（～シルト岩）　  Ｃ：基底礫岩（牛頭大～指頭

　　  大の完全に水磨された火山岩類の円礫および木片，炭質物を多数含有している，    
東目屋層

Ｔ 1：軽石酸性凝灰岩     大秋層   
  

Ｍ 1：泥岩　　　　       　　　　　　　　　

                                     第　7　図　　西目屋村田代西方の沢における不整合      

しかし，相馬村参詣森付近では，本層が相馬集塊岩層の最上部の安山岩凝灰角礫岩と

指交 ( i n t e r f i n g e r  ) 関係を示している。

　化石  本層中には多数の有孔虫，貝化石，珪藻類の遺片，海綿の針骨などを産する。

本層から産する貝化石は次の通りである。

    }
    }
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　(1) 弘前市旧東目屋村内米ガ袋

　(2) 相馬村栩内川

　(3) 相馬村桐木沢

                                   　　　　　　　　  ( 以上，岩井武彦 (1959)27) による )



　(  3  ) の地点付近にて，このほかに Mytilus  sp.,   Patinopecten  kurosawaensis

(YOKOYAMA)  ( 本所坂本亨技官鑑定 ) を採集した。

  Serripes  laperousii  (DESHAYES)

                         ( 採集地：弘前市旧東目屋村大秋川下流，水野篤行技官鑑定 )

　Acila  sp. 

　Chlamys  cosibensis  (YOKOYAMA)  

　Glycymeris  sp.  (G.  cf.  nipponica  (YOKOYAMA)  )  

　Limatula  subauriculata  (MONTAGU)  

　Limopsis  sp.  (L.  cf.  tokaiensis  YOKOYAMA)  

　Nuculana  sp.  

　Portolandia  scapha  hirosakiensis  IWAI

　                                             ( 採取地：弘前市長勝寺裏の崖 )

　Acila sp.  (A.  cf.  insignis  (GOULD)  )  

　Astrate  sp.  (A.  cf.  alaskensis  DALL)  

　Clinocardium  sp.  

　Venericardia  sp.  (V.  cf.  ferruginea  (CLESSIN)  )

　                                                 ( 採取地：弘前市常盤坂北方火葬場下の小沢 )

　Chlamys  sp.  

　Patinopecten  sp.  

　Acila  sp.  

　Cardium  sp.  

　Limatula  subauriculata  (MONTAGU)  

　Lucinoma  sp.  

　Nuculana  sp.
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　Venericardia  sp.  

　Turritella  saishuensis  YOKOYAMA  

　T.         nipponica YOKOYAMA 

　                                              ( 採取地：弘前市唐無坂北方台地の崖 )

　Macoma  sp.  

　Nuculana  sp.

　                                                ( 採取地：弘前市悪戸南方台地の崖 )

　Acila  sp.  

　Nuculana  sp.

　                                   ( 採取地：弘前市長勝寺南東方山観音寺西側の露頭 )

　Limopsis  sp.  　

　Macoma  sp.

　                                            ( 採取地：弘前市樹木西方蟹沢大堤の崖 )

　Acila  insignis  (GOULD)  

　Astrate  alaskensis  DALL  

　Chlamys  sp.  (C.  cf.  heteroglyptus  YOKOYAMA)  　

　Macoma sp. 

　Nuculana sp. 

　Turritella saishuensis YOKOYAMA

　　                               ( 採取地：弘前市大円寺裏の弘前高校の蟹沢に面した崖 )

　Acila divaricata (HINDS) 

　A.  (Truncacila)  cf.  insignis  (Gould)

　                               ( 採取地：弘前市弘前高校裏の弘前電鉄軌道の鉄橋付近 )
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　Nuculana pernula (MÜLLER)

                         　    ( 採取地：弘前市弘盛橋近くの土淵川川岸露頭 )

                                                                                       ( 以上，酒井軍治郎 (1960)30) による )

II.   13   高野石英安山岩

　高野石英安山岩は，東目屋層を不整合に被覆し，図幅地域中部にわずかに分布して

いる。灰色～灰白色，斑状，多孔質の熔岩で，石英斑晶を多量に点在している。本岩

は，岩相および層位からみておそらく鮮新世末 ( あるいは更新世初期 ?) に噴出した

ものであろう。代表的岩石を鏡下でみると次のようである。

　No. 27  黒雲母石英安山岩，相馬村水木在家南方

　斑晶：斜長石・石英・黒雲母・鉄鉱

斜長石は灰曹長石～中性長石に属し，大きさ 0. 4 ～ 1. 8 ｍｍ，清澄である。

石英は大きさ 0. 3 ～ 2. 5 ｍｍで，円味を帯び，破砕されている。黒雲母は褐

色，大きさ 0. 2 ～ 3. 5 ｍｍである。

　石基：微晶質組織

  

II.   14    岩  木  火  山

　岩木火山はおもに安山岩類から構成されている。噴出の時代については次の諸事実

などからみて更新世初期から現世にわたると考えられる。 ( 1 ) 古期成層火山の安山

岩火山礫凝灰岩が更新世の黄金山層中に挾有されている。 ( 2 ) 一番最近の噴火は，

百沢寺延喜によれば文久 3 年 (1863) に山上の 2 ヵ所に起こった。 ( 3 )　火山地形の

開析程度。

　岩木火山にはほゞ中央に直径約 1. 1 ～ 1. 4　km のカルデラのほか爆裂火口跡が 10 ヵ

所以上あり，直径 30 ～ 50 m のものが多い。岩木火山の噴出物は下位から古期成層火

山・新期成層火山・寄生火山・中央火口丘および岩木火山砕屑岩に分けられる。岩石

はすべて紫蘇輝石質岩系に属する石英橄欖石角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩・紫

蘇輝石普通輝石安山岩および橄欖石 ( 含有 ) 紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

37



38

　II.   14.   1    古期成層火山

　古期成層火山を構成する岩石は，岩木火山の最下部を占めて侵蝕の進んだ谷に沿っ

て分布し，おもに安山岩火山角礫岩・安山岩凝灰角礫岩および安山岩火山礫凝灰岩か

らなり，安山岩熔岩を挾有している。後述の新期成層火山の岩石との識別点は (1)

ほとんど火山砕屑岩から構成されている。 (2) やゝ変質され一般に成層せず橄欖石

はみとめられないことなどである。代表的な火山岩塊を鏡下でみると次の通りである。

　No.  28  紫蘇輝石普通輝石安山岩 ( Vd )，西目屋村大秋川中流

　斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 8 ｍｍ，累帯構造を示す。輝石は

大きさ 0. 3 ～ 1. 3 ｍｍである。

　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス ( 多量 )・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

　II.   14.   2   新期成層火山

　新期成層火山を構成する岩石は，岩木火山の本体を構成し，山頂から中腹にいたる

間に分布し，安山岩熔岩を主とし安山岩凝灰角礫岩を挾有している。熔岩は部分的に

自破砕熔岩となっている。岩石は青灰色～暗灰色，緻密，堅硬，斑状である。代表的

な熔岩を鏡下でみると次の通りである。

　No.  29  紫蘇輝石普通輝石安山岩 ( Vd )，巖鬼山

　斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 4 ～ 1. 5 ｍｍ，累帯構造および虫喰状構

造を示す。輝石は大きさ 0. 3 ～ 1. 9 ｍｍである。

　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

　No.  30  橄欖石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩 ( Vd )，岩木村後長根沢上流

　斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・橄欖石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 2. 0 ｍｍ，累帯構造を示す。輝石は

大きさ 0. 2 ～ 1. 4 ｍｍである。橄欖石は大きさ 0. 3 ｍｍ内外，きわめて少量

である。



　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

　No.  31  橄欖石紫蘇輝石普通輝石安山岩 ( Vd )，岩木山鳥ノ海西方

　斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・橄欖石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 2. 0 ｍｍ，累帯構造および虫喰状構

造を示す。輝石は大きさ 0. 3 ～ 1. 7 ｍｍ，橄欖石は大きさ 0. 2 ～ 2. 0 ｍｍ，イ

ディングス石に一部置換されている。

　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

　II.  14.  3   寄 生 火 山

　寄生火山は岩木火山の南麓小森山を構成し，安山岩熔岩からなり，岩石は暗灰色

～青灰色，緻密，堅硬，斑状である。代表的な熔岩を鏡下でみると次の通りである。

　No.  32  紫蘇輝石普通輝石安山岩 ( Vd )，小森山南斜面

　斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 8 ｍｍ，累帯構造を示す。輝石は

大きさ 0. 3 ～ 1. 4 ｍｍである。

　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

　II.  14.  4   中 央 火 口 丘

　中央火口丘は岩木火山の山頂を構成し，安山岩熔岩からなる。岩石は青灰色～灰色，

堅硬，斑状，外来岩片および外来結晶を含有していることが多い。代表的な熔岩を鏡

下でみると次の通りである。

　No.  33  石英橄欖石角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩 ( VId )，岩木山山頂

　斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石・橄欖石・石英・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ 0. 3 ～ 1. 7 ｍｍ，清澄なものと，塵状包有

物の多いものとあり，累帯構造を示す。輝石は 0. 2 ～ 0. 8 ｍｍで反応縁はみ

とめられない。角閃石は帯赤褐色，大きさ 0. 2 ～ 0. 9 ｍｍ，少量 ( ときにま

れ ) で， オ パ サ イ ト に か こ ま れ て い る。 橄 欖 石 ( 反 応 縁 を 有 す る ) お よ び

石英はまれである。

　石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。
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　II.   14.   5   岩木火山砕屑岩

　岩木火山砕屑岩は岩木火山の山麓に広く分布している。その大部分は山頂や山腹な

どにみられる爆裂火口から裾野に流下したもので，多数の流れ山を形成している。本

火山砕屑岩は，新期成層火山を構成している火山岩類 (少量であるが中央火口丘の熔岩

も ) のやゝ円味を帯びた牛頭大～指頭大の岩片を，ときに軽石を含有し，所により量

の増減が著しい。これらの間を充填している凝灰質物質は，分解してロームとなり黄

褐赤色を呈している。一般に無層理で分級されておらず，旧地形の凹凸を一様に覆っ

て堆積している。岩木火山の山麓は露出不良であるため，岩木火山砕屑岩と火山岩屑

とを図上にて区別できず，また岩木火山砕屑岩そのものも，洪積世のものから現世の

ものまであるが，一応一色に塗色した。なお，このほか百沢からの登山道路に沿って

厚さ 1. 0 ｍ内外の軽石の薄層が堆積している。岩木火山の安山岩類の化学成分は第 8

表のとおりである ( 河野義礼・青木謙一郎・門脇  淳〔1951〕)。                                             

                                                                                                           第                     8
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II.   15   洪   積   層

　本層は，下位から上位に向け弘前湖盆層・黄金山層・山田野層および段丘堆積層に

分けられる。

　II.   15.   1   弘 前 湖 盆 層

　弘前湖盆層 ( 命名：酒井軍治郎，196030)　) は，洪積層の最下部を占めて図幅地域東

部に分布しているが，試錐によって確認されているのみで，露出不良のため地表では

みとめられない。本層は主として砂・礫・粘土および砂質粘土からなり，地表下の深

度110～180ｍおよび180～250ｍの2層準に泥炭層を挾有している。この泥炭層中か

ら，Menyanthes trifoliata LINNÉ を産するので，洪積統に属すると考えられる。

         

                    表

                                 分析者：東北大学  青木謙一郎 ( 中央火口丘山頂のものは，北海道大学勝井義雄 )
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　II.    15.   2   黄  金  山  層

　黄金山層 ( 命名：酒井軍治郎，195830 ) ) は図幅地域東部に分布している。本層の模

式地は，北隣の五所川原図幅地域南東部弘前市黄金山付近であって，下位から安山岩

火山礫凝灰岩，泥炭を有するシルト岩～粘土，砂・礫・粘土の互層，軽石～砂質凝灰

岩の順序に重なっている。黄金山付近では厚さ 100 ｍ以上に達するが，南方の旧弘前

市内の各地ではきわめて薄く東目屋層を不整合に被覆している。本層の泥炭層中か

ら，Menyanthes  triofliata  LINNÉ を産し，洪積統に属すると考えられる。

　前述の弘前湖盆層と本層との関係について，弘前市内の地下水を詳細に研究した酒

井軍治郎 (1960)30) は弘前盆地内にまず弘前湖盆層，そして多少の侵蝕期間を距てて

黄金山層が堆積したと考えている。

　II.   15.   3   山 田 野 層

　山田野層は，黄金山層を不整合に被覆し，図幅地域中央部から東部に分布している。

中央部のものは薄層であるため地質図幅から省略してある。本層の模式地は，北隣の

五所川原図幅地域内北西部森田村山田野であって，軽石質～凝灰質，ときに小円礫を

有する砂層を主とし，礫・粘土・泥などを伴なっている。この砂層中から腐朽した木

片を多産する。本図幅地域内の本層の厚さは 20 ｍ以下で，普通数ｍ内外である。

　II.   15.   4   段 丘 堆 積 層

　本層は主として砂および礫からなり，粘土を伴なっている。主要河川に沿う低位の

段丘，またより一段と高い新第三系からなる台地上の段丘などがみられる。

II.   16   冲   積   層

　本層は砂・礫および粘土からなり，図幅地域北東部および主要河川に沿って発達し

ている。
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                                                                                                                                        第  8  図   舟　打　鉱　山　地　質　図



III.   応   用   地   質

III.   1   概      説

　弘前図幅地域の南縁部には，東北裏日本緑色凝灰岩地域特有の新第三系が分布して

いるので，この種の地域に特有の金属鉱床が多い。第四紀岩木火山の噴出物中には，

硫黄鉱床が知られており，また百沢温泉・岳温泉などがある。

III.   2   銅・鉛・亜鉛・マンガン

　III.   2.   1   舟  打  鉱  山

　舟打鉱山の沿革は明治 2 年頃，相馬村の大黒屋万右衛門が現鉱山付近で光沢ある岩

石を発見したのを始めとしている。明治 39 年，採掘権が設定され，中村某などによ

り大正 4 年頃まで採掘された。昭和 4 年日本曹達株式会社が買収し，昭和 9 年 11 月開

発に着手し，逐次拡張し，昭和 13 年以降生産を増大し，重要鉱山に指定された。昭

和 31 年日本曹達株式会社の鉱山部門が独立し，日曹金属鉱山株式会社が設立され，

現在に至っている。昭和 11 年以降の生産量は，第 9 表の通りである。鉱石は山元に

おいて優先浮游選鉱によって精鉱とされ，鉛および亜鉛は，日本曹達会津工場に，硫

化鉱は，高岡工場におのおの選鉱され，銅鉱は，大日本鉱業発盛鉱業所に売鉱されて

いる。

　舟打鉱山は図幅地域中南部に位置し中津軽郡相馬村に属する。弘前駅から相馬村山

田までバスで 16 km，こゝから山元まで索道にて 4 km，またトラックで 7 km にて達

する。

　舟打鉱山付近の基盤は，先新第三系で，これを被覆して新第三紀の藤倉川層・黒石

沢層・湯口山層・栩内川層および相馬集塊岩層が相次いで整合に重なっている ( 第 8

図 )。先新第三系は主としてチャートからなり，粘板岩の薄層を挾有する。藤倉川層

は層位的に下部層および上部層に分けられる。下部層は主として紫蘇輝石普通輝石安
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                                                                    第     9     表                  舟     打     鉱     山

山岩熔岩 ( ときに橄欖石を伴なう )・普通輝石橄欖石玄武岩質安山岩熔岩および輝石

安山岩火山礫凝灰岩 ( ときに橄欖石を伴なう ) からなり，輝石安山岩凝灰岩を挾有し，

最下位に基底礫岩 ( 第 8 図の地域外 ) を有する。層厚は 300 ～ 600 m である。上部層は

主として輝石安山岩火山礫凝灰岩 ( ときに橄欖石を伴なう ) からなり，同質の凝灰岩
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            生     産     実     績     表

                                                                                            

                                                                       .                             ( 日曹金属鉱山株式会社本社資料による )

・凝灰角礫岩および熔岩を挾有し，層厚は 200～300 m である。藤倉川流域では下部層と

上部層との境は局部的異常堆積状況を示している。黒石沢層は輝石安山岩火山礫凝灰

岩を主とし，同質の凝灰岩・凝灰角礫岩・植物化石を豊富に産する泥岩および頁岩を

挾有している。本層の最上部には貝化石を多産する含礫火山礫凝灰岩が分布する。層
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厚は 150 ～ 280 ｍである。 湯口山層は酸性細粒火山砕屑岩 ・ 泥岩 ・ 輝石安山岩細粒火山

砕屑岩を主とし， 砂岩を挾有している。 層厚は 150 ～ 200 ｍである。 栩内川層は主とし

て泥岩からなり酸性凝灰岩 ・ 輝石安山岩火山礫凝灰岩， ときに砂岩を挾有し， 層厚は

150 ～ 300 ｍである。 相馬集塊岩層は栩内川層を整合 ( 一部不整合 ) に被覆し， ( 角閃

石含有 ) 紫蘇輝石普通輝石安山岩集塊岩および同質の凝灰角礫岩からなる。 このほか

上記の各地層を貫く輝石安山岩および ( 普通輝石 ) 橄欖石粗粒玄武岩～玄武岩がある

が， おそらく湯口山層および栩内川層の堆積時 ( 相馬集塊岩層堆積時にも ?) に貫入

したものであろう。

　舟打鉱山付近の地質構造は大局的にみると， 走向Ｎ 45 ～ 60°Ｗ， 傾斜 20 ～ 30°ＮＥ

の単斜構造で特徴づけられ， 走向方向の褶曲軸を有する褶曲， 傾斜方向のもしくは

これにやゝ斜交する断層がみられる。 褶曲の代表的なものは藤倉川流域でよくみられ

る。 長沢に沿う断層およびこれに平行する走向Ｎ 30 ～ 40°Ｅのこれら断層群は， こ

の地域の代表的なもので， 副次的な小断層および裂罅を多数派生している。

　舟打鉱山の鉱床は， 断層もしくはこれに伴なう裂罅に沿って胚胎された鉱脈である。

現在まで稼行されたものは， 本坑鉱床および藍内鉱床の 2 鉱床であって， いずれも藤

倉川層下部および上部の境付近に胚胎されている。 構成鉱物は閃亜鉛鉱 ・ 方鉛鉱 ・ 黄

銅鉱および黄鉄鉱で， 方解石 ・ 重晶石および石英を伴なう。 藍内鉱床の晶洞中から本

邦特産のいわゆる “三角式黄銅鉱” を産し， 本所の砂川一郎技官により研究された 10)。

　本坑鉱床は， 調査当時 ( 昭和 33 年 ) 廃坑となっていた。 本坑鉱床は， 第１鉱脈と第

２鉱脈とがあって， 延長 100 ｍ， 脈幅最大 3.0 ｍである。

　藍内鉱床は， 調査当時採掘中であった。 藍内鉱床は， １号𨫤から４号𨫤まで数えら

れるが， もっとも優勢なものは３号𨫤である。 走向Ｎ 60°Ｅ内外， 傾斜 70°ＮＷ内外，

走向延長 400 ｍ， 傾斜延長 200 ｍであって， 鉱脈の膨縮著しく， 上下盤の粘土化作用

が強い。

　そのほか， 鉱区内の各所に同種の鉱脈の露頭が多数知られ， 藤倉川層 ・ 黒石沢層お

よび湯口山層の各層を母岩としている。 鉱脈の走向は， 母岩の走向にほとんどのもの

が直交もしくは斜交している。
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　Ⅲ．2.   2   滝 ノ 沢 鉱 山

　図幅地域南西端の西目屋村砂子瀬南方に位置し，弘前駅から砂子瀬までバスの便が

あり，こゝより南方約３km にある。過去において盛んに稼行されたが，1959 年現在

休山中であった。

　付近の地質は，藤倉川層の輝石安山岩熔岩および同質火山砕屑岩，黒石沢層の輝石

安山岩火山礫凝灰岩 ( 泥岩を伴なう ) と，七ツ滝花崗閃緑岩類からなる。大局的にみ

て北方に緩傾斜し，藤倉川層・黒石沢層の順序に重なっている。

　文献 ( 青森県の地下資源，195415) ) によれば，鉱床は藤倉川層中に胚胎され，脈状

および鉱染鉱体をなし，付近一帯に「焼け」がみられる。鉱床は新成・角田・三枚・

滝ノ沢前・新屋の５𨫤に分かたれ，一般に走向ＮＮＷ，傾斜ＷＳＷで脈幅は 0. 04 ～ 0. 4

ｍである。鉱石は黄銅鉱と黄鉄鉱を主とし，閃亜鉛鉱と方鉛鉱を伴ない，微量の金と

銀を含有する。

　III.   2.   3    一 野 渡 鉱 山

　図幅地域南東部の弘前市一野渡南西方に位置し，弘前駅の南南西約９ｋｍにある。

1959 年現在休山中であった。

　付近の地質は粘板岩およびチャートからなる先新第三系と，これと断層で接する黒

石沢層の凝灰岩および流紋岩熔岩からなる。大局的にみて，先新第三系はＮ 0 ～ 30°Ｅ

またはＷに走り，ＥまたはＷに急斜し，黒石沢層はＮ 30°Ｅ内外に走り，ＮＷに緩傾

斜している。

　文献 ( 青森県の地下資源，195415) ) によれば，先新第三系および黒石沢層の両者の

なかに胚胎する鉱床で，３条の鉱脈がほゞ平行している。小檜葉沢の凝灰岩中の鉱脈

は，走向Ｎ 0 ～ 10°Ｅ，Ｗに 70°傾斜する。露頭では黄鉄鉱・黄銅鉱および藍銅鉱がみ

とめられる。小檜葉沢の南東 250 m の金沢の先新第三紀層中の銅鉱脈は，走向Ｎ－Ｓ

で急傾斜している。脈幅は最大 10 数ｃｍに過ぎず，鉱石はほとんど黄銅鉱からなり，

表面に藍銅鉱がみられる。なお，金沢の西方 250 m の苗代山中腹に旧坑がある。
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　III.   2.   4    久 渡 寺 鉱 山

　図幅地域南東部の弘前市久渡寺北方に位置するマンガン鉱山である。弘前駅の南南

西約 7km にある。1959 年現在休山中であった。

　付近の地質は黒石沢層の凝灰岩と湯口山層の凝灰岩・砂岩および泥岩とからなり，

こまかく波状褶曲をなしているが，大局的にはＮＮＷ方向に沈下する背斜軸を有する

背斜構造をしている。

　文献 ( 青森県の地下資源，195415) ) によれば，梨ノ木南南西 500 m のものは凝灰岩

のベントナイト化したものが，白，赤または緑色などの縞をなすいわゆる「シャボン

クイ」状をなす部分に，数個の旧坑が見られる。また梨ノ木南東 700 m にも旧坑があ

る。久渡寺東方の数個の旧坑は崩落しているが，互層する砂岩と凝灰岩との境界に沿

って厚さ 0 .3 m の鉱層を胚胎しているという。品位悪く，鉄分に富むもののようであ

り，地表部に虎石が露出している。鉱石は主として黒色酸化マンガン鉱である。

III.   3   硫    　黄

　図幅地域北西端の岩木村湯ノ沢で硫黄が採取された。弘前駅から岳温泉までバスの

便があり，こゝから北方約 2 km にある山中である。

　硫黄鉱は岩木山南西山腹の爆裂火口底に沈澱したもので，現在は大部分採取されつ

くしている。爆裂火口内の岩石は硫気ガスのため白色となり，岩石裂罅に昇華硫黄を

生じている。

　このほか，赤沢上流にも同様なものがみられるが，稼行の対称として困難である。

III.   4   温   　 泉

　岩木火山南麓に百沢温泉・岳温泉・湯段温泉などがある。百沢・岳両温泉は酸性明

礬泉であって，前者は pH は 2. 1，泉温は 70℃，後者は pH は 2. 0，泉温は約 60℃

である。ともに弘前市から定期バスが通っている。湯段温泉は弱食塩泉であって，pH

は 6. 2，泉温は約 40℃である。そのほかに，岩木温泉などがある。すべて岩木火山

4 8



の古期成層火山の安山岩火山砕屑岩，あるいは岩木火山砕屑岩中の割れ目に沿って湧

出している。

III.   5   石    　材

　図幅地域中央部の岩木村役場南方約２ km の地点で，通称“兼平石”としてかつて

採石された。兼平石は岩木火山の新期成層火山の紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩の火山

岩屑であって，暗灰色，緻密，堅硬，斑状で，板状節理の発達がよい。敷石や橋石に

使用された。
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EXPLANATORY    TEXT
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GEOLOGICAL MAP OF JAPAN

Scale 1 : 50, 000 

HIROSAKI
Aomori,   No.  28

B y  

ATSUSHI  OZAWA 

(Written in 1961) 

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

(Abstract) 

G E O L O G Y 

　 　 T h e  m a p p e d  a r e a  i s  l o c a t e d  i n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  A o m o r i  

p r e f e c t u r e ,  N o r t h e a s t  J a p a n .  Vo l c a n i c s  a n d  s e d i m e n t s  b e l o n g i n g  t o  

t h e  N e o g e n e ,  a n d  Q u a t e r n a r y  v o l c a n i c s  w i d e l y  d e v e l o p  i n  t h i s  a r e a .  

A  s u m m a r y  o f  t h e  s t r a t i g r a p h i c  s e q u e n c e  i s  g i v e n  i n  t h e  f o l l o w i n g  

t a b l e .



 Ta b l e    1

                           P R E - N E O G E N E  R O C K S  

　 　 T h e  p r e - N e o g e n e  r o c k s  a r e  e x p o s e d  i n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  

m a p p e d  a r e a .  T h e y  c o n s i s t  c h i e f l y  o f  c l a y s l a t e  a n d  c h e r t ,  a s s o c i a t e d  

w i t h  s a n d s t o n e ,  t u f f ,  a l t e r e d  a n d e s i t e  a n d  a l t e r e d  b a s a l t .  A g e  o f  t h e  

r o c k s  i s  a s s u m e d  t o  b e  P a l e o z o i c .  

                    N E O G E N E  T E RT I A RY 

　 　 T h e  N e o g e n e  Te r t i a r y  m a y  b e  d i v i d e d  i n t o  s o - c a l l e d “ G r e e n  Tu f f ”  

a n d  “ O i l  Te r t i a r y ” ,  a s  t h a t  o f  N o r t h e a s t  J a p a n .  T h e  f o r m e r  c o m p r i s -

i n g  t h e  F u j i k u r a g a w a ,  K u r o i s h i z a w a  a n d  Yu g u c h i y a m a  f o r m a t i o n s ,  

i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  g r e e n - c o l o r e d  v o l c a n i c  r o c k s  a n d  a s s o c i a t e d  w i t h  a  

s m a l l  a m o u n t  o f  s e d i m e n t s ,  w h i l e  t h e  l a t t e r ,  c o n s i s t i n g  o f  t h e  To c h i -

n a i g a w a ,  S ō m a  a g g l o m e r a t e ,  M a t s u k i t a i ,  Ta y a k i  a n d  H i g a s h i m e y a  

f o r m a t i o n s ,  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  s e d i m e n t a r y  r o c k s  a n d  i n t e r c a l a t e d
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w i t h  v o l c a n i c  r o c k s .  

      F u j i k u r a g a w a  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  6 0 0 ～ 8 0 0  m )  

　　T h e  F u j i k u r a g a w a  f o r m a t i o n ,  t h e  l o w e r m o s t  o f  t h e  N e o g e n e  Te r t i a r y  

i n  t h e  m a p p e d  a r e a ,  u n c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  P r e - N e o g e n e  r o c k s  i n  

t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a .  I t  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  ( o l i v i n e - )  p y r o -

x e n e  a n d e s i t e  l a v a  a n d  i t s  p y r o c l a s t i c s ,  a s s o c i a t e d  w i t h  ( p y r o x e n e - )  

o l i v i n e  b a s a l t  l a v a .  T h e  v o l c a n i c  r o c k s  h a v e  b e e n  g e n e r a l l y  m o r e  o r  

l e s s  s u b j e c t e d  t o  a l t e r a t i o n s  s u c h  a s  p r o p y l i t i z a t i o n  a n d  c o n s e q u e n t l y  

c h a n g e d  t o  g r e e n i s h  i n  c o l o r.  

      K u ro i s h i z a w a  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  1 5 0 ～ 4 5 0  m )  

      T h e  K u r o i s h i z a w a  f o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  F u j i k u r a g a w a  

f o r m a t i o n  i n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a .  I t  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  

( o l i v i n e - )  p y r o x e n e  a n d e s i t e  p y r o c l a s t i c s ,  a s s o c i a t e d  w i t h  b a s a l t  p y r o -

c l a s t i c s ,  p y r o x e n e  a n d e s i t e  l a v a ,  r h y o l i t e  l a v a ,  m u d s t o n e ,  s h a l e ,  

s a n d s t o n e  a n d  c o n g l o m e r a t e .  I t  c o n t a i n s  s u c h  f o s s i l s  a s  G l y p t o s t ro b u s  

europaeus ( B RONGN)  H EER,  M y r i c a  ( Comptonia)  Naumanni ( N ATHORST) ,  

Ulmus longifolia  U NGER,  Carpinus subyedoensis  K ONNO,  Cyclobalanopsis 

I n o u e i  H UZIOKA,  Zelkova Ungeri ( E TTING. ) ,  Taxodium dubium ( U NGER) ,  

Chlamys kaneharai (YOKOYAMA),  Cryptopecten yanagawaensis (NOMURA e t 

Z IMBO) ,  Patinopecten kimurai  ( Y OKOYAMA) ,  Dosinia nomurai  O TUKA, 

Dosinia kaneharai  ( Y OKOYAMA) ,  Clementia papyracea G RAY a n d  Tapes 

 ( Siratoria)  siratoriensis O TUKA.  T h e  v o l c a n i c  r o c k s  h a v e  b e e n  s u b j e c t -

e d  t o  a l t e r a t i o n s  s i m i l a r  t o  t h o s e  o f  t h e  F u j i k u r a  f o r m a t i o n .  

     Yu g u c h i y a m a  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  1 5 0 ～ 5 0 0  m )  

    T h e  Yu g u c h i y a m a  f o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  a n d  p a r t l y  u n c o n f o r m -

a b l y  o v e r l i e s  t h e  K u r o i s h i z a w a  f o r m a t i o n  i n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  

a r e a .  I t  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  m u d s t o n e  a n d  a c i d  f i n e - g r a i n e d  p y r o c l a s t i c s ,  

a s s o c i a t e d  w i t h  a n d e s i t e  p y r o c l a s t i c s ,  r h y o l i t e  l a v a s  a n d  s a n d s t o n e .  

　　To c h i n a i g a w a  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  1 5 0 ～ 4 0 0  m )  

　 　 T h e  To c h i n a i g a w a  f o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  Yu g u c h i -

y a m a  f o r m a t i o n  i n  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a .  I t  c o n s i s t s  c h i e f l y
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o f  m u d s t o n e ,  a s s o c i a t e d  w i t h  a c i d  f i n e - g r a i n e d  p y r o c l a s t i c s ,  h a r d  

s h a l e ,  r h y o l i t e  l a v a  ( i n t r u s i v e  b o d y ) ,  p y r o x e n e  a n d e s i t e  l a v a  ( d y k e )  

a n d  ( a u g i t e - )  o l i v i n e  d o l e r i t e  ( ~ b a s a l t ) .

　　S ō m a  a g g l o m e r a t e  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  3 0 0 ～ 7 0 0  m )  

　 　 T h e  S ō m a  a g g l o m e r a t e  f o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  p a r t l y  u n c o n f o r m -

a b l y )  o v e r l i e s  t h e  To c h i n a i g a w a  f o r m a t i o n  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  

a r e a .  I t  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  ( h o r n b l e n d e - )  p y r o x e n e  a n d e s i t e  a g g l o m -

e r a t e  a n d  i t s  t u f f - b r e c c i a ,   a s s o c i a t e d  w i t h  a n d e s i t e  l a v a ,  i t s  f i n e -

g r a i n e d  p y r o c l a s t i c s  a n d  a c i d  t u f f .

　　M a t s u k i t a i  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  2 5 0 ± m )  

　 　 T h e  M a t s u k i t a i  f o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  To c h i n a i g a w a  

f o r m a t i o n  i n  t h e  e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a ,  a n d  c o n s i s t s  o f  

b l a c k  m u d s t o n e .  

　　Ta y a k i  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  2 5 0 ～ 6 0 0  m )  

　 　 T h e  Ta y a k i  f o r m a t i o n  c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  To c h i n a i g a w a  f o r -

m a t i o n  i n  t h e  w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a .  I t  c o n s i s t s  o f  m u d s t o n e ,  a c i d  

t u f f  a n d  s a n d s t o n e ,  a n d  i s  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  S ō m a  a g g l o m e r a t e  

f o r m a t i o n .

　　H i g a s h i m e y a  f o r m a t i o n  ( t h i c k n e s s  1 0 0 ～ 2 0 0  m )  

　 　 T h e  H i g a s h i m e y a  f o r m a t i o n  u n c o n f o r m a b l y  a n d  p a r t l y  c o n f o r m -

a b l y  o v e r l i e s  t h e  Ta y a k i  f o r m a t i o n  a n d  t h e  S ō m a  a g g l o m e r a t e  f o r m a -

t i o n  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a .   I t  c o n s i s t s  c h i e f l y  o f  

s i l t s t o n e ,  a s s o c i a t e d  w i t h  s a n d s t o n e ,  a c i d  t u f f  a n d  c o n g l o m e r a t e .  

I t  c o n t a i n s  s u c h  m o l l u s c a n  f o s s i l  a s  Tu r r i t e l l a  f o r t i l i r a t e  S o w e r b y ,  Tu-

rritella saishuensis YOKOYAMA,  Bittum yokoyamai OTUKA,  Buccinum yoroi-

anum OZAKI,  Antiplanes contraria (YOKOYAMA),  Anadara amicula (YOKO-

YAMA), Glycymeris yessoensis (SOWERBY), Chlamys cosibensis (YOKOYAMA), 

Astarte alaskensis D ALL a n d  Clinocardium californiense ( D ESHAYES) .  

　　Ta k a n o  d a c i t e  

　 　 L a v a s  o f  b i o t i t e  d a c i t e  u n c o n f o r m a b l y  o v e r l i e s  t h e  H i g a s h i m e y a
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f o r m a t i o n  a n d  i s  d e v e l o p e d  i n  s m a l l  a r e a s .  

                    QUATERNARY 

　 　 T h e  Q u a t e r n a r y  r o c k s  c o m p r i s e  I w a k i  v o l c a n o ,  t h e  D i l u v i a l  d e p o -

s i t s  a n d  t h e  A l l u v i u m .  

　 　 I w a k i  v o l c a n o  o c c u p i e s  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a .  

I t  h a s  a n  e l l i p t i c a l  c a l d e r a  1 . 1  k m  a n d  1 . 4  k m  d i a m e t e r .  T h e  s o m m a  

i s  c o m p o s e d  o f  ( o l i v i n e - )  h y p e r s t h e n e - a u g i t e  a n d e s i t e  l a v a  a n d  i t s  

p y r o c l a s t i c s .  T h e  c e n t r a l  c o n e  c o n s i s t s  o f  q u a r t z - o l i v i n e - h o r n b l e n d e -

b e a r i n g  h y p e r s t h e n e - a u g i t e  a n d e s i t e  l a v a .  

                    GEOLOGICAL STRUCTURE 

　 　 T h e  Te r t i a r y  s t r a t a  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  p r e s e n t  a r e a  a r e  c h a r a c t e r -  

i z e d  b y  a  m o n o c l i n a l  s t r u c t u r e  w i t h  a  g e n e r a l  s t r i k e  o f  E - W  a n d  b y   

s e v e r a l  g r o u p s  o f  f a u l t  w i t h  a b o u t  N - S  t r e n d .  T h e s e  g r o u p s  a r e  r e p r e -

s e n t e d  b y  t h e  f a u l t s  r u n n i n g  n e a r l y  a l o n g  t h e  r i v e r  F u j i k u r a ,  r i v e r  

A i n a i  a n d  t h e  r i v e r  Ō w a z a w a .  

ECONOMIC GEOLOGY 

　　L e a d - z i n c  d e p o s i t s  

　 　 T h e  F u n a u c h i  m i n e  i s  a c t i v e  a t  p r e s e n t .   I t  i s  o f  a  f i s s u r e - f i l l i n g  

v e i n  t y p e  i n  a n d e s i t e  l a p i l l i - t u f f  o f  t h e  F u j i k u r a g a w a  f o r m a t i o n .  

M e t a l l i c  m i n e r a l s  a r e  s p h a l e r i t e  a n d  g a l e n a  w i t h  s m a l l  a m o u n t s  o f  

c h a l c o p y r i t e  a n d  p y r i t e .  

      O t h e r  o re  d e p o s i t s  

      S e v e r a l  m e t a l l i c  o r e  d e p o s i t s ,  c o n t a i n i n g  c h a l c o p y r i t e ,  a n d  m a n g a -

n e s e  o r e s  a r e  f o u n d  i n  t h e  F u j i k u r a g a w a  f o r m a t i o n  a n d  K u r o i s h i z a w a  

f o r m a t i o n .  M o s t  o f  t h e m  w e r e  w o r k e d  i n  t h e  p a s t .  

　　H o t  s p r i n g  

　 　 T h e r e  a r e  D a k e  a n d  H y a k u z a w a  h o t  s p r i n g s  a t  t h e  s o u t h e r n  f o o t  

o f  v o l c a n o  I w a k i .   T h e y  b e l o n g  t o  t h e  a c i d  a l u m  s p r i n g ,  a n d  a r e  

u t i l i z e d  t o  m i n e r a l  b a t h s .
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